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(57)【要約】
【課題】　　　　　　ランプ２００が光源点灯装置１２
０から取り外されたのか、ランプ２００が故障したのか
を判定する光源点灯装置１２０を提供する。
【解決手段】　　　　光源点灯装置１２０は、ランプ２
００が接続される定電流電源回路１２２と、この定電流
電源回路１２２が出力する出力電圧を検出する出力電圧
検出回路１２３と、定電流電源回路１２２が停止状態で
も出力電圧検出回路１２３に印加させるランプ検出用回
路１２４と、出力電圧検出回路１２３で検出した電圧値
により、ランプ２００が取り外されたのか、ランプ２０
０が故障したのかを判定する判定部１２５ａを有し、こ
の判定部１２５ａが判定した結果に基づいて定電流電源
回路１２２を制御する制御回路１２５を備え、出力電圧
検出回路１２３が検出する電圧に基づいて、光源点灯装
置１２０からランプ２００が取り外されたか、ランプ２
００（ＬＥＤ２２２）が開放故障したかを判別すること
ができる。
【選択図】　　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプが接続される出力端を有する定電流電源回路と、
　前記定電流電源回路の出力端に接続され、前記ランプに印加される電圧を検出する出力
電圧検出回路と、
　前記定電流電源回路が停止状態でも、前記ランプが点灯しない一定の電圧を前記定電流
電源回路の出力端に印加させるランプ検出用回路と、
　前記出力電圧検出回路で検出した電圧値により、前記ランプが取り外されたのか、前記
ランプが故障したのかを判定する判定部を有し、この判定部が判定した結果に基づいて前
記定電流電源回路を制御する制御回路と、
　を備えたことを特徴とする光源点灯装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、設定部を有し、
　この設定部は、第１の閾値と、前記第１の閾値よりも低い第２の閾値が設定され、
　前記判定部は、前記出力電圧検出回路の電圧値が、第１の閾値を超えた時に前記定電流
電源回路を停止させ、前記定電流電源回路を停止させてから所定期間経過した際に、前記
出力電圧検出回路の電圧値が第２の閾値よりも低い場合、前記ランプが故障と判定するこ
と、
　を特徴とする請求項１に記載の光源点灯装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、設定部を有し、
　この設定部は、第１の閾値と、前記第１の閾値よりも低い第２の閾値が設定され、
　前記判定部は、前記出力電圧検出回路の電圧値が、第１の閾値を超えた時に前記定電流
電源回路を停止させ、前記定電流電源回路を停止させてから第１の所定期間経過した際に
、前記出力電圧検出回路の電圧値が第２の閾値よりも低い時は前記定電流電源回路を再動
作させ、前記定電流電源回路を再動作させてから第２の所定期間が経過するまでに、前記
出力電圧検出回路の電圧値が再び第１の閾値を超えた場合、前記ランプが故障と判定する
ことを特徴とする請求項１記載の光源点灯装置。
【請求項４】
　前記出力電圧検出回路の電圧値が、第１の閾値を超えた時に前記定電流回路を停止させ
、第１の所定期間経過した際に、前記出力電圧検出回路の電圧値が第２の閾値よりも低い
時は前記定電流電源回路を動作させ、前記定電流電源回路が動作してから第２の所定期間
が経過するまでに前記出力電圧検出回路の電圧値が第１の閾値を超える動作を動作サイク
ルとするとき、
　前記判定部は、この動作サイクルが複数回繰り返される場合、前記ランプが故障と判定
することを特徴とする請求項３に記載の光源点灯装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、設定部を有し、
　この設定部は、第１の閾値と、前記第１の閾値よりも低い第２の閾値が設定され、
　前記判定部は、前記出力電圧検出回路の電圧値が、第１の閾値を超えた時に前記定電流
電源回路を停止させ、前記定電流電源回路を停止させてから第１の所定期間経過した際に
、前記出力電圧検出回路の電圧値が第２の閾値よりも低い時は、前記定電流電源回路を動
作させ、前記定電流電源回路を動作させてから第２の所定期間が経過するまでに前記出力
電圧検出回路の電圧値が、第１の閾値を超えた時に前記定電流電源回路を停止させ、前記
定電流電源回路を停止させてから再び第１の所定期間経過した際に、前記出力電圧検出回
路の電圧値が第２の閾値よりも低い場合、前記ランプが故障と判定すること
を特徴とする請求項１記載の光源点灯装置。
【請求項６】
　前記出力電圧検出回路の電圧値が第１の閾値を超えた時に前記定電流回路を停止するよ
うに前記駆動回路を制御し、第１の所定期間経過した後、前記出力電圧検出回路の電圧値
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が第２の閾値よりも低い時は前記定電流電源回路を再駆動するように前記駆動回路を制御
し、第２の所定期間内に前記出力電圧検出回路の電圧値が第１の閾値を超える動作を動作
サイクルとするとき、
　この動作サイクルが複数回繰り返され、その後、第１の所定期間経過した際に、前記出
力電圧検出回路の電圧値が第２の閾値よりも低い場合、前記光源が故障と判定することを
特徴とする請求項５記載の光源点灯装置。
【請求項７】
　前記判定部は、前記判定部が前記ランプが故障と判定した場合、前記定電流電源回路の
動作を停止し続けることを特徴とする請求項３～請求項６の何れかに記載の光源点灯装置
。
【請求項８】
　前記判定部は、前記ランプが点灯している累積点灯時間を計時し、この累積点灯時間に
応じて前記ランプの光出力を補正する初期照度補正機能を備え、
　前記判定部が前記ランプが故障したと判定するとき、前記累積点灯時間を補正すること
を特徴とする請求項１～請求項７の何れかに記載の光源点灯装置。
【請求項９】
　前記累積点灯時間の補正は、初期状態の点灯時間に設定することを特徴とする請求項８
に記載の光源点灯装置。
【請求項１０】
　前記判定部は、ランプの交換に関わらず、定電流電源回路がランプを点灯させている総
点灯時間をカウントして、前記累積点灯時間の補正は、総点灯時間に応じる点灯時間に設
定することを特徴とする請求項８に記載の光源点灯装置。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０の何れかに記載の光源点灯装置と、
　前記光源点灯装置と電気的に接続され、前記ランプが着脱可能に取り付けられるソケッ
トと、
を備えたことを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，例えば，ＬＥＤ（発光ダイオード）または有機ＥＬを点灯する光源点灯装
置および照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　点灯装置に接続されているＬＥＤユニットが外されると、出力電圧が上昇して無負荷で
あることを検出し、点灯装置の電解コンデンサの電荷を放電して、短時間で出力電圧が低
くなるようにし、再度ＬＥＤユニットが接続されたときに、ＬＥＤユニットに過電流が流
れることを防止する点灯装置が提案されている（例えば、特許文献１参照。）
【０００３】
　また、初期照度補正の機能を有する点灯装置において、ランプが取り外されたことを検
出して、初期照度補正の累計点灯時間を初期値に自動リセットする照明装置が提案されて
いる（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－５５８２４号公報（図２参照）
【特許文献２】特開２０００－３１５５８９号公報（図２参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、出力電圧が上昇して無負荷であることを検出してＬＥＤユニットが外さ
れたと判別する場合、ＬＥＤユニットのＬＥＤが開放故障した場合も同様に出力電圧が上
昇するため、点灯装置は、ＬＥＤユニットが点灯装置から外されたのか、ＬＥＤユニット
のＬＥＤが開放故障したのかを判別することができなかった。
【０００６】
　また、ランプが取り外されたことを検出する機能のため、初期照度補正機能を備えた装
置の場合、同一ランプを脱着した場合でも累計時間がリセットされるという課題がある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり，ランプが光源点
灯装置から取り外されたのか、ランプが故障したのかを判定することを可能とする。
【０００８】
　本発明は、ランプが光源点灯装置から取り外されたのか、ランプが故障したのかを判定
する光源点灯装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に関する光源点灯装置は、ランプが接続される出力端を有する定電流電源回路
と、前記定電流電源回路の出力端に接続され、前記ランプに印加される電圧を検出する出
力電圧検出回路と、前記定電流電源回路が停止状態でも、前記ランプが点灯しない一定の
電圧を前記定電流電源回路の出力端に印加させるランプ検出用回路と、前記出力電圧検出
回路で検出した電圧値により、前記ランプが取り外されたのか、前記ランプが故障したの
かを判定する判定部を有し、この判定部が判定した結果に基づいて前記定電流電源回路を
制御する制御回路と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明の光源点灯装置によれば、光源点灯装置の出力電圧を検出し、この検出した出
力電圧によって、光源点灯装置からランプが取り外されたか、ランプを構成する光源部品
が開放故障したかを判別することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態１の照明器具を示す斜視図である。
【図２】図１の照明器具の断面を示す断面図である。
【図３】実施の形態１の光源点灯装置の回路を示す回路図である。
【図４】図３の光源点灯装置の判定部の動作を示すフローチャートである。
【図５】実施の形態１の光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図である。
【図６】実施の形態２の光源点灯装置の判定部の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施の形態２の光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図である。
【図８】実施の形態２の光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図である。
【図９】実施の形態３の光源点灯装置の判定部の動作を示すフローチャートである。
【図１０】実施の形態３の光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図である。
【図１１】実施の形態３の光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図である。
【図１２】実施の形態４の光源点灯装置の判定部の動作を示すフローチャートである。
【図１３】実施の形態４の累積点灯時間と調光率との関係を示すグラフである。
【図１４】実施の形態４の他の累積点灯時間と調光率との関係の一例を示すグラフである
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　実施の形態１．
　図１は、実施の形態１の照明器具を示す斜視図であり、図２は、図１の照明器具の断面
を示す断面図である。
【００１３】
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　照明器具１００は、器具本体１１０と、この器具本体１１０に取り付けられる光源点灯
装置１２０と、ランプ２００が着脱可能に装着されるソケット１３０と、このソケット１
３０と光源点灯装置１２０を接続する配線１４０と、を備える。
【００１４】
　ランプ２００は、中空状の直管カバー２１０と、この直管カバー２１０の内部に収納さ
れるＬＥＤモジュール２２０と、このＬＥＤモジュール２２０に電気的に接続され、直管
カバー２１０の両端に設けられる口金部２３０と、を備える。
【００１５】
　ＬＥＤモジュール２２０は、長方形状の基板２２１と、この基板２２１に実装され、直
列接続される１３個のＬＥＤ２２２と、基板に実装され、直列接続される１３個のＬＥＤ
に並列に接続される抵抗２２３と、を備える。なお、この実施の形態におけるＬＥＤモジ
ュール２２０は、１３個のＬＥＤ２２２を備える場合について説明するが、直列接続され
るＬＥＤ２２２の個数が、１２個以下あるいは１４個以上であっても構わない。
【００１６】
　図３は、図２の照明器具の光源点灯装置１２０の回路を示す回路図である。
【００１７】
　光源点灯装置１２０は、交流電圧ＡＣが供給され、直流電圧に変換する直流電源回路１
２１と、この直流電源回路１２１が出力する直流電流が入力され、ソケット１３０を介し
て接続されるＬＥＤモジュール２２０に定電流を供給する定電流電源回路１２２と、この
定電流電源回路１２２が出力する出力電圧を検出する出力電圧検出回路１２３と、定電流
電源回路１２２がＬＥＤモジュール２２０に供給している電流を検出する出力電流検出回
路１２４と、この出力電流検出回路１２４及び出力電圧検出回路１２３が検出する検出電
流及び検出電圧に基づいて、定電流電源回路１２２を制御する制御回路１２５と、定電流
電源回路１２２に接続され、定電流電源回路１２２が動作停止しているときに定電流電源
回路１２２をバイパスしてＬＥＤモジュール２２０に電流を流すランプ検出用回路１２６
と、を備える。
【００１８】
　直流電源回路１２１は、例えば、昇圧形チョッパ回路などである。
【００１９】
　定電流電源回路１２２は、直流電源回路の高電位側にドレイン端子が接続されるＭＯＳ
－ＦＥＴ１２２ａと、このＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのソース端子にカソード端子が接続さ
れるダイオード１２２ｂと、同じくＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのソース端子に一端が接続さ
れるインダクタ１２２ｃと、このインダクタ１２２ｃの他端に接続されるコンデンサ１２
２ｄと、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのゲート端子に接続され、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのオ
ン／オフを行う駆動回路１２２ｅと、を備える。この実施の形態の定電流電源回路１２２
の構成は、いわゆるバックコンバータであるが、ブーストコンバータ、フライバックコン
バータ、フォワードコンバータなどであっても構わない。
【００２０】
　出力電圧検出回路１２３は、定電流電源回路１２２の出力端子間に接続され、２つの抵
抗１２３ａ、１２３ｂが直列接続されている。この２つの抵抗１２３ａ、１２３ｂの接続
点から、定電流電源回路１２２が出力している出力電圧に比例する出力電圧検出信号（以
下、単に出力電圧検出信号という場合は、定電流電源回路１２２が出力する出力電圧を含
む場合がある。）を出力する。なお、この実施の形態における出力電圧検出回路１２３は
、２つの抵抗１２３ａ、１２３ｂを直列接続している場合について説明するが、３つ以上
の抵抗を直列接続しても構わない。
【００２１】
　出力電流検出回路１２４は、定電流電源回路１２２の低電位側とＬＥＤモジュール２２
０の間に接続され、１つの抵抗１２４ａからなる。この抵抗１２４ａとＬＥＤモジュール
２２０の接続点から、定電流電源回路１２２がＬＥＤモジュール２２０に供給している出
力電流に相当する出力電流検出信号を出力する。
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【００２２】
　制御回路１２５は、例えば、マイコンなどである。制御回路１２５は、判定部１２５ａ
と、設定部１２５ｂとを有する。設定部１２５ｂには、第一の閾値（例えば、定電流電源
回路１２２の出力端の電圧１１０Ｖに相当する電圧値３．３２Ｖ）、第一の閾値よりも低
い値の第二の閾値（例えば、定電流電源回路１２２の出力端の電圧１８Ｖに相当する電圧
値５５０ｍＶ）及び電流基準値（例えば、ＬＥＤモジュール２２０に流す電流３５０ｍＡ
に相当する電圧値７００ｍＶ）が設定されている。判定部１２５ａは、制御回路１２５に
入力される出力電圧検出信号（定電流電源回路１２２の出力電圧）と第一の閾値及び第二
の閾値とを比較するとともに、制御回路１２５に入力される出力電流検出信号と電流基準
値とを比較し、それぞれを比較した結果に基づいて、定電流電源回路１２２（駆動回路１
２２ｅ）に発振制御信号を出力する。
【００２３】
　ランプ検出用回路１２６は、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのドレイン－ソース間に並列に接
続される抵抗１２６ａで構成されている。この抵抗１２６ａは、定電流電源回路１２２が
動作停止（ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａがオフ状態を継続）しているとき、直流電源回路１２
１が出力している直流電流を、インダクタ１２２ｃを介して出力電圧検出回路１２３に電
流を流すためのバイパス回路となっている。
【００２４】
　次に、光源点灯装置１２０の回路動作および制御回路１２５（判定部１２５ａ）の動作
について説明する。
【００２５】
　図４は、図３の光源点灯装置の制御回路の動作を示すフローチャートであり、図５は、
光源点灯装置の出力電圧の一例を示す波形図であり、図５（ａ）は、ランプを構成する光
学部品が開放故障した場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図であり、
図５（ｂ）は、ランプを外した場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図
であり、図５（ｃ）は、ランプを外してから短時間にランプを取り付けた場合の光源点灯
装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図である。
【００２６】
　まず、光源点灯装置１２０に交流電圧ＡＣ（例えば、交流電圧１００Ｖ～２４２Ｖ）が
供給されると、直流電源回路１２１が昇圧するとともに平滑した平滑電圧（例えば直流電
圧４１０Ｖ）を出力する。この直流電源回路１２１が平滑した平滑電圧が定電流電源回路
１２２に入力されるが、定電流電源回路１２２は動作しておらず、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２
ａはオフ状態となっている。
【００２７】
　そのため、このＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａに並列に接続されているランプ検出用回路１２
６を介して、インダクタ４→出力電圧検出回路１２３及びＬＥＤモジュール２２０の抵抗
２２３→出力電流検出回路１２４のループで電流が流れる。制御回路１２５（判定部１２
５ａ）は、出力電圧検出回路１２３から出力電圧検出信号が制御回路１２５に入力されて
いるかを判定（ステップ１）する。
【００２８】
　このとき、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号は、ランプ検出用回路
１２６と、出力電圧検出回路１２３の抵抗１２３ａ、１２３ｂ及び、この出力電圧検出回
路１２３に並列に接続されるＬＥＤモジュール２２０の抵抗２２３によって分圧されるた
め、第二の閾値よりも低い電圧レベルの信号となる。
【００２９】
　なお、出力電流検出回路１２４（抵抗１２４ａ）にも電流が流れるが、出力電流検出回
路１２４を構成する抵抗１２４ａの抵抗値ｒ５（例えば２Ω）は、抵抗１２６ａ、抵抗１
２３ａ、抵抗１２３ｂ及び抵抗２２３の抵抗値ｒ１～ｒ４（それぞれの抵抗値が異なる場
合は、その中で最も小さい抵抗値、例えば５．１５ｋΩ）に対して１／１０００以下の値
であり、出力電圧検出信号１２４の電圧レベルにほとんど影響を及ぼさないので、ここで
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は考慮しないこととする。
【００３０】
　このように、出力電圧検出信号（第二の閾値よりも低い電圧レベル）が制御回路１２５
に入力されると、判定部１２５ａは、ランプ２００が光源点灯装置１２０に接続されてい
ると判定部１２５ａが判定し、駆動回路１２２ｅに発振制御信号を出力する（ステップ２
）。
【００３１】
　駆動回路１２２ｅは、発振制御信号が入力されると、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのオン／
オフ制御（以下、スイッチング制御という。）を開始する。ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａがス
イッチング制御されると、インダクタ１２２ｃ→ＬＥＤ２２２→出力電流検出回路１２４
のループで電流が流れ、ＬＥＤ２２２が点灯する。
【００３２】
　判定部１２５ａは、制御回路１２５に入力されている出力電圧検出信号が、第一の閾値
に達している（あるいは超えている）かを判定（ステップ３）し、出力電圧検出信号が第
一の閾値に達していない（超えていない）と判定するとき、判定部１２５ａは、出力電流
検出回路１２４が出力する出力電流検出信号の電圧レベルが電流基準値と等しいか、否か
を判定（ステップ４）し、その判定結果に基づく発振制御信号（出力電流を増加させるま
たは出力電流を低下させる信号）を駆動回路１２２ｅに出力（ステップ５）し、駆動回路
１２２ｅは、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａをスイッチング制御するデューティー比を変更して
、定電流電源回路１２２が一定の電流を出力するように制御している。
【００３３】
　判定部１２５ａは、ステップ４またはステップ５の処理を実行後、ステップ３の処理に
戻るループを繰り返し、光源点灯装置１２０は、ＬＥＤ２２２を点灯させる。
【００３４】
　次に、光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯しているときに、ＬＥＤ２２２が開放
故障した場合の光源点灯装置１２０の動作について説明する。
【００３５】
　ランプ２００は、１３個のＬＥＤ２２２が直列接続されており、この直列接続されるＬ
ＥＤ２２２のうち、少なくとも１つのＬＥＤ２２２に開放故障が起きると、直列接続され
た正常なＬＥＤ２２２に電流が流れなくなり、抵抗２２３を介して流れる電流のみとなる
。
【００３６】
　そのため、定電流電源回路１２２は、抵抗２２３に流れる電流を目標電流となるように
、出力電圧を上げる。
【００３７】
　しかしながら、直列接続されたＬＥＤ２２２には電流が流れないため、抵抗２２３に流
れる電流は変化せず、定電流電源回路１２２は、出力電圧を上昇させ続ける（図５（ａ）
、時間ｔ１参照。）。
【００３８】
　制御回路１２５は、出力電圧検出回路１２３が検出する定電流電源回路１２２の出力電
圧が第一の閾値を越えると判定（ステップ３）するとき、定電流電源回路１２２の動作を
停止させる停止信号を駆動回路１２２ｅに出力（ステップ６）する。駆動回路１２２ｅは
、この停止信号が入力されると、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａの発振を停止する。
【００３９】
　したがって、定電流電源回路１２２のコンデンサ１２２ｄの電荷は、出力電圧検出回路
１２３、その他の回路を通じて放電され、コンデンサ１２２ｄのコンデンサ電圧が低下す
る（図５（ａ）、時間ｔ１～ｔ２を参照。）。
【００４０】
　判定部１２５ａは、停止信号を出力してからの時間のカウント（ステップ７）を開始し
、このカウントしている時間が所定時間Ｔ０経過しているかを判定（ステップ８）する。
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判定部１２５ａは、カウントしている時間が所定時間Ｔ０になるまで、ステップ７とステ
ップ８を繰り返す。
【００４１】
　この状態で所定時間Ｔ０経過すると、直流電源回路１２１が出力する直流電圧は、ラン
プ検出用回路１２６と、出力電圧検出回路１２３、この出力電圧検出回路１２３に並列に
接続される抵抗２２３により分圧される電圧が、出力電圧検出回路１２３から検出される
。
【００４２】
　この検出される分圧電圧は、第二の閾値よりも低くなっており、制御回路１２５は、ラ
ンプ２００が故障（ＬＥＤ２２２が開放故障）していると判定する（ステップ９、１０）
ことができ、定電流電源回路１２２の動作を停止している状態を維持することができる。
【００４３】
　次に、光源点灯装置１２０がＬＥＤ１２２を点灯しているときに、光源点灯装置１２０
からランプ２００が外された場合の光源点灯装置１２０の動作について説明する。
【００４４】
　定電流電源回路１２２は、ランプ２００が取り外されると、出力電流検出回路１２４に
電流が流れなくなるため、出力電流検出回路１２４に目標電流が流れるように、定電流電
源回路１２２が出力する出力電力が大きくする制御（ステップ５）、具体的には駆動回路
１２２ｅがＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａをスイッチングするオンデューティ比を長くし、出力
電力が大きくなるようにする。その際、ランプ２００が外されているので、電流が流れな
いため、出力電圧が上昇（図５（ｂ）、時間ｔ１参照。）する。
【００４５】
　出力電圧検出回路１２３は、この出力電圧を検出しており、この出力電圧が第１の閾値
電圧を越えると判定部１２５ａが判定（ステップ３）すると、駆動回路１２２ｅに発振停
止信号（ステップ６）を出力し、駆動回路１２２ｅは、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａのスイッ
チングを停止する。
【００４６】
　よって、定電流電源回路１２２のコンデンサ１２２ｄに充電された電荷は、出力電圧検
出回路１２３やその他の回路を通して徐々に放電されていく（図５（ｂ）、時間ｔ１～ｔ
２参照。）。
【００４７】
　判定部１２５ａは、停止信号を出力してからの時間のカウント（ステップ７）を開始し
、このカウントしている時間が所定時間Ｔ０経過しているかを判定（ステップ８）する。
判定部１２５ａは、カウントしている時間が所定時間Ｔ０になるまで、ステップ７とステ
ップ８を繰り返す。
【００４８】
　このとき、直流電源回路１２１が出力する直流電圧は、ランプ検出用回路１２６と出力
電圧検出回路１２３により分圧され、出力電圧検出回路１２３から出力される電圧は、こ
のランプ検出用回路１２６と出力電圧検出回路１２３で分圧された電圧に依存する分圧電
圧となる（図５（ｂ）、時間ｔ２参照。）。
【００４９】
　この分圧電圧は、第二の閾値よりも大きく、判別部１２５ａは、第二の閾値と分圧電圧
を比較（ステップ９）し、判定部１２５ａは、ランプ２００の異常ではなく、ランプ２０
０が光源点灯装置１２０から外されていることを判定する（ステップ１１）ことができる
。
【００５０】
　この状態から、光源点灯装置１２０にランプ２００が接続されると、直流電源回路１２
１が出力する電圧は、ランプ検出用回路１２６と、出力電圧検出回路１２３および出力電
圧検出回路１２３に並列接続された抵抗２２３によって分圧された分圧電圧となる。この
ように、出力電圧検出回路１２３に抵抗２２３が並列接続されるので、インピーダンスが
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低くなり、出力電圧検出回路１２３から出力される電圧も低下する。
【００５１】
　したがって、ランプ２００が外されてから所定時間Ｔ０経過後に、定電流電源回路１２
２の出力電圧（出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号）が第二の閾値未満
となっていないか（ランプ２００が外されているか）を判定部１２５ａが判定（ステップ
９）し、ランプ２００が外されていると判定（ステップ１１）する。
【００５２】
　この状態から、光源点灯装置１２０にランプ２００が接続されると、直流電源回路１２
１が出力する電圧は、ランプ検出用回路１２６と、出力電圧検出回路１２３および出力電
圧検出回路１２３に並列接続された抵抗２２３の分圧された分圧電圧となる。出力電圧検
出回路１２３に抵抗２２３が並列接続されるので、インピーダンスが低くなり、出力電圧
検出回路１２３から出力される電圧も低下する。
【００５３】
　したがって、出力電圧検出回路１２３の出力電圧検出信号が第二の閾値未満となってい
るか（ランプ２００が装着されているか）を判定部１２５ａが判定（ステップ１２）し、
出力電圧検出信号が第二の閾値未満であるとき、ステップ２に戻る。
【００５４】
　そのため、ランプ２００が外された場合には、定電流電源回路１２２の動作を停止した
状態に維持することができ、ランプ２００の清掃などのために、ランプ２００が外され、
再びランプ２００が装着されたときには、ランプ２００を再点灯することができる。
【００５５】
　なお、ランプ２００が取り外されてから、所定時間Ｔ０が経過するまでに再度ランプ２
００が装着された場合（図５（ｃ）、時間ｔ３参照。）は、所定時間Ｔ０が経過したとき
ランプ２００が装着状態であるため、図５（ｃ）、時刻ｔ２に示すように、直流電源回路
１２１が出力する出力電圧は、ランプ検出用回路１２６と、出力電圧検出回路１２３、こ
の出力電圧検出回路１２３に並列に接続される抵抗２２３により分圧される電圧が、出力
電圧検出回路１２３から検出されることになる。そのため、短時間の間（所定時間Ｔ０の
間）にランプ２００を脱着する場合は、判定部１２５ａは、ランプ２００が故障している
（ダイオードが開放故障している）と判断してしまう恐れがあるが、所定時間Ｔ０は５０
０ｍｓ程度である。そのため、ランプ２００の清掃などで外す場合は、所定時間Ｔ０以上
、光源点灯装置１２０からランプ２００を外すことになるので、実用上支障がない。
【００５６】
　また、判定部１２５ａが、ランプ２００が故障と判定（ステップ１０）した後、出力電
圧検出信号が第二の閾値を超えたと判定した場合は、ステップ１０からステップ１１へ進
めると、新しいランプ２００に交換した際に、光源点灯装置１２０は、新しいランプ２０
０を点灯させることができる。
【００５７】
　また、直流電源回路１２１を昇圧形チョッパ回路で構成すると、交流電圧ＡＣの変動に
よらず、昇圧形チョッパ回路の出力電圧を一定とすることができる。特に、定電流電源回
路１２２の動作が停止しているとき、昇圧形チョッパ回路を動作させると、交流電圧ＡＣ
の電圧変動があっても、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号を一定にで
きるので、判定部１２５ａは、ランプ２００が故障であるのか、ランプ２００が光源点灯
装置１２０から外されたのかを判定することができる。
【００５８】
　実施の形態２．
　本実施の形態は、実施の形態１の制御回路（判定部）が判定している判定精度をより高
めるものである。本実施の形態において、照明器具及び光源点灯装置の構成は実施の形態
１と同じため、説明を省略し、実施の形態１と異なる制御回路（判定部）の動作について
説明する。また、本実施の形態において、実施の形態１と同様の構成、動作については、
同符号を付し説明を省略することがある。
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【００５９】
　図６は、制御回路の動作を示すフローチャートである。図７は、光源点灯装置の出力電
圧の一例を示す波形図であり、図７（ａ）は、ランプを構成する光学部品が開放故障した
場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図であり、図７（ｂ）は、ランプ
を外した場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図であり、図７（ｃ）は
、ランプを外してから短時間にランプを取り付けた場合の光源点灯装置の出力電圧の変化
の一例を示す波形図であり、図７（ｄ）は、ランプを外してから短時間にランプを取り付
けた場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の他の一例を示す波形図である。
【００６０】
　まず、光源点灯回路１２０がＬＥＤ２２２を点灯するまでの動作について説明する。
　光源点灯装置１２０に交流電圧ＡＣが供給されると、実施の形態１と同様に、直流電源
回路１２１が動作し、定電流電源回路１２２は動作停止状態となる。このとき、ランプ検
出用回路１２６を介して、インダクタ１２２ｃ→出力電圧検出回路１２３及びＬＥＤモジ
ュール２２０の抵抗２２３→出力電流検出回路１２４のループで電流が流れる。
【００６１】
　判定部１２５ａは、変数Ｎを０（ステップＳ１３）にし、出力電圧検出回路１２３から
出力電圧検出信号が制御回路１２５に入力されているかを判定（ステップ１）する。
【００６２】
　判定部１２５ａは、ステップ１で出力電圧検出信号と第二の閾値とを比較した結果、出
力電圧検出信号が第二の閾値よりも低いと判定すると、点灯制御信号を駆動回路１２２ｅ
に出力（ステップ２）する。
【００６３】
　駆動回路１２２ｅは、この点灯制御信号が入力されると、定電流電源回路１２２のＭＯ
Ｓ－ＦＥＴ１２２ａを発振制御し、ＬＥＤモジュール２２０のＬＥＤ２２２を点灯させる
。このとき、出力電圧検出回路１２３は、定電流電源回路１２２の出力電圧を検出し、検
出した出力に基づく出力電圧検出信号を出力する。制御回路１２５には、この出力電圧検
出信号が入力され、判定部１２５ａは、入力された出力電圧検出信号と第一の閾値とを比
較（ステップ３）する。ステップ３で、判定部１２５ａは、第一の閾値に達していない（
第一の閾値を超えていない）と判定するときは、出力電流検出回路１２４が出力する出力
電流検出信号と電流基準値とを比較（ステップ４）し、出力電流検出信号が電流基準値と
等しくないときは、電流増加または電流減少を指示する点灯制御信号を出力（ステップ５
）してからステップ３に進み、出力電流検出信号が電流基準値と等しいときは、ステップ
３に進む。
【００６４】
　このように制御回路１２５、判定部１２５ａが動作して、光源点灯装置１２０はＬＥＤ
２２２を点灯する。
【００６５】
　次に、光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯しているときに、ＬＥＤ２２２が開放
故障した場合の光源点灯装置１２０の動作について説明する。
【００６６】
　ランプ２００は、１３個のＬＥＤ２２２が直列接続されており、この直列接続されるＬ
ＥＤ２２２のうち、少なくとも１つのＬＥＤ２２２に開放故障が起きると、直列接続され
た正常なＬＥＤ２２２に電流が流れなくなり、抵抗２２３を介して流れる電流のみとなる
。
【００６７】
　そのため、定電流電源回路１２２は、抵抗２２３に流れる電流を目標電流となるように
、出力電圧を上げる。
【００６８】
　しかしながら、直列接続されたＬＥＤ２２２には電流が流れないため、抵抗２２３に流
れる電流は変化せず、定電流電源回路１２２は、出力電圧を上昇させ続ける（図７（ａ）
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、時間ｔ１参照。）。
【００６９】
　判定部１２５ａは、出力電圧検出回路１２３が検出する定電流電源回路１２２の出力電
圧が第一の閾値に達した（あるいは越えた）と判別（ステップ３）するとき、定電流電源
回路１２２の動作を停止させる停止信号を駆動回路１２２ｅに出力（ステップ６）し、駆
動回路１２２ｅは、この停止信号が入力されると、ＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａの発振を停止
する。
【００７０】
　したがって、定電流電源回路１２２のコンデンサ１２２ｄの電荷は、出力電圧検出回路
１２３、その他の回路を通じて放電され、コンデンサ１２２ｄのコンデンサ電圧が低下す
る（図７（ａ）、時間ｔ１～ｔ２参照。）。
【００７１】
　次に、判定部１２５ａは、変数Ｎが１であるかを判定（ステップ１５）し、変数Ｎが１
でないときは、判別部１２５は、変数Ｎに１を加算（ステップ１６）する。また、判別部
１２５は、時間をカウント（ステップ７）し、第一の所定時間Ｔ１が経過しているかを判
定（ステップ８）し、以降、判定部１２５ａは、第一の所定時間Ｔ１が経過するまでステ
ップ７とステップ８を繰り返し、判定部１２５ａが第一の所定時間Ｔ１を経過したと判定
すると、制御回路１２５に入力される出力電圧検出信号が第二の閾値よりも低いかを判定
（ステップ９）する。
【００７２】
　判定部１２５ａは、出力電圧検出信号が第二の閾値よりも低い（第二の閾値未満である
）と判定するとき、判定部１２５ａは、駆動回路１２２ｅに点灯制御信号を出力して、定
電流電源回路１２２を動作（ステップ１７）させ、この点灯制御信号を出力してからの時
間のカウント（ステップ１８）を開始する。
【００７３】
　判定部１２５ａは、制御回路１２２ｅに入力される出力電圧検出信号が第一の閾値に達
しているかを判定（ステップ１９）し、この出力電圧検出信号が第一の閾値に達している
ときはステップ６に戻り、出力電圧検出信号が第一の閾値に達していないときは、第二の
所定時間Ｔ２が経過しているかを判定（ステップ２０）する。このステップ１８とステッ
プ１９とステップ２０は、第二の所定時間Ｔ２が経過するまでに出力電圧検出信号が第一
の閾値に達しない場合、第二の所定時間Ｔ２が経過するまで繰り返され、第二の所定時間
Ｔ２が経過すると、変数Ｎを０（ステップ２１）にしてから、ステップ３に戻る。
【００７４】
　ＬＥＤ２２２が開放故障している場合は、定電流電源回路１２０が出力する出力電圧が
再び上昇し、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号が第一の閾値に達する
ので、上述のステップ１９→ステップ６→ステップ１５の流れで判定部１２５ａは動作す
る。このとき、ステップ１５では、判定部１２５ａは、変数Ｎが１であると判定するので
、ランプ２００が故障と判定（ステップ１０）する。
【００７５】
　次に、光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯しているときに、光源点灯装置１２０
からランプ２００が外された場合の光源点灯装置１２０の動作について説明する。
【００７６】
　定電流電源回路１２２は、ランプ２００が取り外されると、出力電流検出回路１２４に
電流が流れなくなるため、出力電流検出回路１２４に目標電流が流れるように、定電流電
源回路１２２が出力する出力電力が大きくする制御（ステップ５）、具体的には駆動回路
１２２ｅがＭＯＳ－ＦＥＴ１２２ａをスイッチングするオンデューティ比を長くし、出力
電力が大きくなるようにする。その際、ランプ２００が外されているので、ＬＥＤモジュ
ール２２０に電流が流れないため、出力電圧が上昇する。（図７（ａ）、時間ｔ１参照。
）。
【００７７】
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　出力電圧検出回路１２３は、この出力電圧を検出しており、この出力電圧が第１の閾値
を越えると判定部１２５ａが判定（ステップ３）すると、判定部１２５ａは、駆動回路１
２２ｅに発振停止信号（ステップ６）を出力し、駆動回路１２２ｅは、ＭＯＳ－ＦＥＴ１
２２ａのスイッチングを停止する。
【００７８】
　よって、定電流電源回路１２２のコンデンサ１２２ｄに充電された電荷は、出力電圧検
出回路１２３やその他の回路を通して徐々に放電されていく（図７（ｂ）、時間ｔ１～ｔ
２参照。）。
【００７９】
　次に、判定部１２５ａは、変数Ｎが１であるかを判定（ステップ１５）し、変数Ｎが１
でないときは、判別部１２５は、変数Ｎに１を加算（ステップ１６）する。また、判定部
１２５ａは、停止信号を出力してからの時間のカウント（ステップ７）を開始し、このカ
ウントしている時間が第一の所定時間Ｔ１を経過しているかを判定（ステップ８）する。
判定部１２５ａは、カウントしている時間が第一の所定時間Ｔ１になるまで、ステップ７
とステップ８を繰り返す。
【００８０】
　このとき、直流電源回路１２１が出力する直流電圧は、ランプ検出用回路１２６と出力
電圧検出回路１２３により分圧され、出力電圧検出回路１２３から出力される電圧は、こ
のランプ検出用回路１２６と出力電圧検出回路１２３で分圧された電圧に依存する分圧電
圧となる。この分圧電圧は、第二の閾値よりも大きい。（図７（ｂ）、時間ｔ２参照。）
【００８１】
　判別部１２５は、第二の閾値と分圧電圧を比較（ステップ９）し、判定部１２５ａは、
ランプ２００の異常ではなく、ランプ２００が外されていることを判別する（ステップ１
１）ことができる。
【００８２】
　この状態から、光源点灯装置１２０にランプ２００が接続されると、直流電源回路１２
１が出力する電圧は、ランプ検出用回路１２６と、出力電圧検出回路１２３および出力電
圧検出回路１２３に並列接続された抵抗２２３の分圧された分圧電圧となる。出力電圧検
出回路１２３に抵抗２２３が並列接続されるので、インピーダンスが低くなり、出力電圧
検出回路１２３から出力される電圧も低下（図７（ｃ）及び図７（ｄ）、時間ｔ３参照。
）する。
【００８３】
　したがって、出力電圧検出回路１２３の出力電圧検出信号が第二の閾値未満となってい
るか（ランプ２００が装着されているか）を判定部１２５ａが判定（ステップ１２）し、
出力電圧検出信号が第二の閾値未満であるとき、駆動回路１２２ｅに点灯制御信号を出力
（ステップ２２）するとともに、変数Ｎを０（ステップ２３）にし、ステップ３に戻る。
【００８４】
　そのため、ランプ２００の清掃などのためにランプ２００が外された場合には、定電流
電源回路１２２の動作を停止した状態に維持することができ、ランプ２００の清掃などが
完了し、再びランプ２００が装着されたときには、ランプ２００を再点灯することができ
る。
【００８５】
　なお、この実施の形態では、光源点灯装置１２０がランプ２００の外れ、ランプ２００
の故障を検出したとき、判定部１２５ａがランプ２００の外れ、ランプ２００の故障を判
定するまでに、定電流電源回路１２２の動作停止を２回（再動作開始を１回）としたので
、ステップ１６で判定部１２５ａが判定する変数Ｎの値が１である場合を説明したが、よ
り精度を高めるために、図８に示すように、動作停止、再動作開始の回数を増やしてもよ
く、その場合は、ステップ１６で判定部１２５ａが判定する変数Ｎの値を１以外としても
よい。
【００８６】
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　また、判定部１２５ａが、ランプ２００が故障と判定（ステップ１０）した後、出力電
圧検出信号が第二の閾値を超えたと判定した場合は、ステップ１０からステップ１１へ進
めると、新しいランプ２００に交換した際に、光源点灯装置１２０は、新しいランプ２０
０を点灯させることができる。
【００８７】
　また、直流電源回路１２１を昇圧形チョッパ回路で構成すると、交流電圧ＡＣの変動に
よらず、昇圧形チョッパ回路の出力電圧を一定とすることができる。特に、定電流電源回
路１２２の動作が停止しているとき、昇圧形チョッパ回路を動作させると、交流電圧ＡＣ
の電圧変動があっても、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号を一定にで
きるので、判定部１２５ａは、ランプ２００が故障であるのか、ランプ２００が光源点灯
装置１２０から外されたのかを判定することができる。
【００８８】
　実施の形態３．
　本実施の形態は、実施の形態２の制御回路（判定部）の動作が異なるものである。本実
施の形態において、照明器具及び光源点灯装置の構成は実施の形態１と同じため説明を省
略し、実施の形態１および実施の形態２と異なる制御回路１２５の動作について説明する
。また、本実施の形態において、実施の形態１および実施の形態２と同様の動作について
は、同符号を付し説明を省略することがある。
【００８９】
　本実施の形態における光源点灯装置及び判定部の動作について説明する。
　光源点灯装置がＬＥＤを点灯するまでの判定部の動作は実施の形態２の判定部と同じた
め、説明を省略し、光源点灯装置がＬＥＤを点灯しているときに、ランプが光源点灯装置
から外される場合について説明する。
【００９０】
　図９は、制御回路の動作を示すフローチャートである。図１０は、光源点灯装置の出力
電圧の一例を示す波形図であり、図１０（ａ）は、ランプを構成する光学部品が開放故障
した場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図であり、図１０（ｂ）は、
ランプを外した場合の光源点灯装置の出力電圧の変化の一例を示す波形図であり、図１０
（ｃ）は、ランプを外してから短時間にランプを取り付けた場合の光源点灯装置の出力電
圧の変化の一例を示す波形図である。
【００９１】
　光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯するまでの判定部１２５ａの動作は、実施の
形態２と同様のため説明を省略する。
【００９２】
　次に、光源点灯回路１２０がランプ２００を点灯しているときに、ＬＥＤ２２２が開放
故障した場合の光源点灯装置１２０（判定部１２５ａ）の動作について説明する。
【００９３】
　光源点灯装置１２０がランプ２００を点灯中にＬＥＤ２２２が開放故障すると、ステッ
プ４にて判定部１２５ａが駆動回路１２２ｅに電流増加させる点灯制御信号を出力し、一
方でＬＥＤ２２２が開放故障しているため、ＬＥＤ２２２に電流が流れないため、定電流
電源回路１２２が出力する出力電圧が上昇する。判定部１２５ａは、この出力電圧が第一
の閾値に達しているかを判定（ステップ３）し、第一の閾値に達している（または超えて
いる）と判定するとき、判定部１２５ａは、駆動回路１２２ｅに停止信号を出力（ステッ
プ６）する。判定部１２５ａは、駆動回路１２２ｅに停止信号を出力してからの時間をカ
ウント（ステップ７）し、第一の所定時間Ｔ１が経過しているかを判定（ステップ８）し
、第一の所定時間Ｔ１が経過するまで、ステップ７とステップ８を繰り返す。
【００９４】
　第一の所定時間Ｔ１が経過すると、判定部１２５ａは、変数Ｎが１であるかを判定（ス
テップ２４）し、変数Ｎが１でないと判定するときは、変数Ｎに１を加算（ステップ２５
）し、出力電圧検出信号が第二の閾値未満であるかを判定（ステップ２６）する。出力電
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圧検出信号が第二の閾値未満であるときは、駆動回路１２２ｅに点灯制御信号を出力（ス
テップ２７）、この点灯制御信号を出力してからの時間（第二の所定時間Ｔ２）をカウン
ト（ステップ１７）する。ステップ１７で、時間のカウントを開始後、出力電圧検出信号
が第一の閾値に達している（あるいは超えている）かを判定（ステップ２８）し、出力電
圧検出信号が第一の閾値に達していないと判定するときは、カウントしている時間が第二
の所定時間Ｔ２を経過しているかを判定（ステップ１８）し、第二の所定時間を経過して
いるときは、変数Ｎを０（ステップ２９）にしてステップ３に戻り、ステップ１８で第二
の所定時間を経過していないと判定するときは、ステップ１７に戻る。
【００９５】
　ステップ２８で、出力電圧検出信号が第一の閾値に達している（あるいは超えている）
と判定する場合は、駆動回路１２２ｅに停止信号を出力（ステップ６）し、ステップ７→
ステップ８を繰り返して、第一の所定時間Ｔ１が経過すると、変数Ｎが１であるかを判定
（ステップ１９）する。ステップ２４で、変数Ｎが１であるときは、出力電圧検出信号が
第二の閾値未満であるかを判定（ステップ９）し、出力電圧検出信号が第二の閾値未満で
あると判定するとき、ランプ２００が故障と判定（ステップ１０）する。
【００９６】
　次に、光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯しているときに、光源点灯装置１２０
からランプ２００が外されるときの光源点灯装置１２０、制御回路１２５及び判定部１２
５ａの動作について説明する。
【００９７】
　光源点灯装置１２０がＬＥＤ２２２を点灯しているときに、光源点灯装置１２０からラ
ンプ２００が外されると、ステップ４にて出力電流検出信号が電流基準値と等しくないと
判定し、判定部１２５ａが駆動回路１２２ｅに電流増加させる点灯制御信号を出力（ステ
ップ５）する。このとき、ランプ２００が接続されていないため、定電流電源回路１２２
が出力する出力電圧が上昇する（図１０（ｂ）及び図１０（ｃ）の時刻ｔ１参照。）。判
定部１２５ａは、この出力電圧が第一の閾値に達しているかを判定（ステップ３）し、第
一の閾値に達している（または超えている）と判定するとき、判定部１２５ａは、駆動回
路１２２ｅに停止信号を出力（ステップ６）する。判定部１２５ａは、駆動回路１２２ｅ
に停止信号を出力してからの時間をカウント（ステップ７）し、第一の所定時間Ｔ１が経
過しているかを判定（ステップ８）し、第一の所定時間Ｔ１が経過するまで、ステップ７
とステップ８を繰り返す。
【００９８】
　第一の所定時間Ｔ１が経過すると、判定部１２５ａは変数Ｎが１であるかを判定（ステ
ップ２４）し、変数Ｎが１でないと判定するときは、変数Ｎに１を加算（ステップ２５）
し、出力電圧検出信号が第二の閾値未満であるかを判定（ステップ２６）する。ステップ
２６で、判定部１２５ａが出力電圧検出信号が第二の閾値未満でないと判定するときは、
ランプ２００が外されたと判定（ステップ１１）し、出力電圧検出信号が第二の閾値未満
であるかを判定（ステップ１２）し、出力電圧検出信号が第二の閾値未満になるまで繰り
返す。
【００９９】
　ステップ１２で、出力電圧検出信号が第二の閾値未満になる（ランプ２００が装着され
る）と、駆動回路１２２ｅに点灯制御信号を出力（ステップ３０）し、変数Ｎを０（ステ
ップ３１）してから、ステップ３に戻る。
【０１００】
　したがって、ランプ２００が外されると、定電流電源回路１２２が停止し、ランプ２０
０が再び装着されると定電流電源回路１２２を動作させて、ランプ２００を点灯させるこ
とができる。
【０１０１】
　なお、この実施の形態では、光源点灯装置１２０がランプ２００の外れ、ランプ２００
の故障を検出したとき、判定部１２５ａがランプ２００の外れ、ランプ２００の故障を判
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定するまでに、定電流電源回路１２２の動作停止を２回（再動作開始を１回）としたので
、ステップ２４で判定部１２５ａが判定する変数Ｎの値が１である場合を説明したが、よ
り精度を高めるために、図１１に示すように、動作停止、再動作開始の回数を増やしても
よく、その場合は、ステップ１６で判定部１２５ａが判定する変数Ｎの値を１以外として
もよい。
【０１０２】
　また、判定部１２５ａが、ランプ２００が故障と判定（ステップ１０）した後、出力電
圧検出信号が第二の閾値を超えたと判定した場合は、ステップ１０からステップ１１へ進
めると、新しいランプ２００に交換した際に、光源点灯装置１２０は、新しいランプ２０
０を点灯させることができる。
【０１０３】
　また、直流電源回路１２１を昇圧形チョッパ回路で構成すると、交流電圧ＡＣの変動に
よらず、昇圧形チョッパ回路の出力電圧を一定とすることができる。特に、定電流電源回
路１２２の動作が停止しているとき、昇圧形チョッパ回路を動作させると、交流電圧ＡＣ
の電圧変動があっても、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号を一定にで
きるので、判定部１２５ａは、ランプ２００が故障であるのか、ランプ２００が光源点灯
装置１２０から外されたのかを判定することができる。
【０１０４】
　実施の形態４．
　本実施の形態は、実施の形態１の光源点灯装置に初期照度補正の機能を備えたものであ
る。
【０１０５】
　本実施の形態において、実施の形態１の光源点灯装置の構成および判定部の動作と同じ
構成および動作については、同符号を付し説明を省略し、実施の形態１と異なる構成およ
び動作について説明する。
【０１０６】
　まず、初期照度補正の機能について、説明する。
　ＬＥＤ２２２を始めとする多くの光源は、同じ電力（電流）で点灯するとき、新品時が
最も光束が大きく、点灯している時間が経過すると、徐々に光束が低下していく。照明器
具１００を居室などの天井に設置したとき、机上面照度を光源の寿命時（一般に光源新品
時の光束を１００％とするとき、この光束が７０％まで低下したときを光源の寿命という
。）に合わせて、設置する照明器具１００の種類や台数などを決定するため、光源の初期
値（新品ランプの光束）は、机上面照度が設定値よりも高くなる。したがって、新品ラン
プのときから、光源の寿命時の光束がほぼ一定となるように、光源に供給する電力（電流
）を調整するように制御すると、机上面照度も光源の新品時から寿命時までほぼ一定とす
ることができる。このような制御を、光源の新品時から光源の寿命時までの光束をほぼ一
定とする制御を初期照度補正という。
【０１０７】
　本実施の形態における制御回路１２５は、実施の形態１の制御回路１２５に、さらに記
憶部１２５ｃを有する。
【０１０８】
　設定部１２５ｂには、第一の閾値（例えば、定電流電源回路１２２の出力端の電圧１１
０Ｖに相当する電圧値３．３２Ｖ）、第一の閾値よりも低い値の第二の閾値（例えば、定
電流電源回路１２２の出力端の電圧１８Ｖに相当する電圧値５５０ｍＶ）及び電流基準値
（例えば、ＬＥＤモジュール２２０に流す電流３５０ｍＡに相当する電圧値７００ｍＶ）
が設定されている。
【０１０９】
　判定部１２５ａは、制御回路１２５に入力される出力電圧検出信号と第一の閾値及び第
二の閾値とを比較するとともに、制御回路１２５に入力される出力電流検出信号と電流基
準値とを比較し、それぞれを比較した結果に基づいて、定電流電源回路１２２（駆動回路
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１２２ｅ）に発振制御信号を出力する。
【０１１０】
　記憶部１２５ｃは、ランプ２００を点灯させている累積点灯時間、ランプ２００の寿命
時間、このランプ２００の寿命時間に基づいて、ランプ２００を調光点灯させるための累
積点灯時間と調光率の関係を示すテーブルなどを記憶する。
【０１１１】
　次に、光源点灯装置１２０および制御回路１２５の動作について説明する。
　まず、ＬＥＤ２２２を点灯させる動作について説明する。
　電源が投入されると、制御回路１２５が動作し、判定部１２５ａが記憶部１２５ｃに記
憶されている累積点灯時間を読み出し（ステップ３２）、制御回路１２５に出力電圧検出
回路１２３から出力電圧検出信号が入力されているかを判定（ステップ１）し、出力電圧
検出信号１２３が入力されていると判定するとき、駆動回路１２２ｅに点灯制御信号を出
力（ステップ２）する。
【０１１２】
　次に、判定部１２５ａは、出力電圧検出信号が第一の閾値に達しているかを判定（ステ
ップ３）し、出力電圧検出信号が第一の閾値に達していないとき、累積点灯時間をカウン
ト（ステップ３３）し、このカウントしている累積点灯時間に応じた電流基準値を生成（
ステップ３４）して、ステップ４に進む。この電流基準値は、ランプ２００が新しく、累
積点灯時間が短いとき、ＬＥＤ２２２に流れる電流を少なくなるように小さい値とし、累
積点灯時間が長くなると、ＬＥＤ２２２に流れる電流が多くなるように次第に大きな値と
する。なお、電流基準値は、ランプ２００が寿命となる時間（例えば４万時間）が最大値
となっている。
【０１１３】
　この後、判定部１２５ａは、ステップ４→ステップ５→ステップ３→ステップ３３→ス
テップ３４を繰り返し、ランプ２００を点灯させ続ける。
【０１１４】
　次に、光源点灯装置１２０がランプ２００の故障（ＬＥＤ２２２の開放故障）を検出し
た場合の動作について説明する。
【０１１５】
　判定部１２５ａは、ステップ３→ステップ６→ステップ７→ステップ８→ステップ９の
動作を行い、ランプ２００の故障を判定し、その後、累積点灯時間を初期値に戻して初期
化（ステップ３５）する。
【０１１６】
　この動作の一例を図１３に示す。図１３は、初期照度補正を行うときの累積点灯時間と
調光率との関係を示すグラフである。このグラフは、累積点灯時間に応じて、ランプ２０
０の光束劣化を補うに調光率を徐々に上昇させていくことを示している。新品ランプを点
灯（時間ｔｏ）させ始めてから時間ｔａでＬＥＤ２２２が開放故障したとき、初期値（時
間ｔｏ）を累積点灯時間に変更する。次に、ランプ２００を交換（時間ｔｏ）してから、
時間ｔｂでＬＥＤ２２２が開放故障したときも同様に、初期値（時間ｔｏ）を累積点灯時
間に変更する。
【０１１７】
　このように判定部１２５ａが、ランプ２００の故障を判定した後、累積点灯時間を初期
化するので、故障したランプ２００を取り外した後、新品ランプ（正常なランプ）を取り
付けたとき、自動的に初期の光束を抑えた状態から、ランプ２００を点灯させることがで
きる。
【０１１８】
　なお、本実施の形態では、実施の形態１の光源点灯装置１２０に初期照度補正の機能を
備えた場合について説明したが、実施の形態２または実施の形態３の光源点灯装置１２０
に初期照度補正の機能を備えてもよく、この場合も、判定部１２５ａの動作が本実施の形
態と同様に、ＬＥＤ２２２を点灯しているときに、点灯している累積点灯時間をカウント
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するとともに、この累積点灯時間に応じて、ＬＥＤ２２２の明るさを増加させ、ランプ２
００の故障を検出したときに、累積点灯時間を初期値に変更する。
【０１１９】
　実施の形態２および実施の形態３では、ランプ２００の故障の検出精度をより高めてい
るので、ランプ２００の清掃などでランプ２００を取り外した場合などに、判定部１２５
ａが誤ってランプ２００の故障と判定して、累積点灯時間を初期値に変更してしまう恐れ
が減少する。
【０１２０】
　また、本実施の形態では、判定部１２５ａがランプ２００の故障を判定するとき、累積
点灯時間を初期値に変更する場合について、説明したが、判定部１２５ａがランプ２００
の故障を判定したときの累積点灯時間またはランプ２００の交換を含めた照明器具１００
の総使用累積点灯時間に応じた補正初期値に変更するようにしてもよい。
【０１２１】
　これは、ランプ２００の交換時でも、交換しないあるいは交換ができない照明器具を構
成する反射板やレンズなどの光学部品も光学特性が劣化するため、この光学特性の劣化係
数を補正初期値に反映するものである。具体的に説明すると、ランプ２００の故障を判定
したときに累積点灯時間を初期化して初期値に戻すときは、次のランプ２００では０時間
から累積点灯時間をカウントするが、光学特性の劣化係数を考慮する場合、新品時のとき
の光学特性が１００％とするとき、ランプ２００の交換時の光学特性、例えば、反射板の
反射率が９９％（１％劣化）であるとしたとき、ランプ２００の交換時、累積点灯時間を
補正初期値（例えば１００時間）からカウントを開始する。
【０１２２】
　この動作を図１４に示す。図１４は、初期照度補正を行うときの他の累積点灯時間と調
光率との関係を示すグラフである。このグラフは、累積点灯時間に応じて、ランプ２００
の光束劣化を補うに調光率を徐々に上昇させていくことを示すもので、この時間ｔｏから
の調光率の変化は記憶部１２５ｃのテーブルに記憶されている。新品ランプを点灯させ始
めてから時間ｔａ’でＬＥＤ２２２が開放故障したとき、総点灯時間（この場合、時間ｔ
ａ’）に応じた補正初期値を累積点灯時間（時間ｔｏ’）に変更する。ランプ２００が交
換されると、累積点灯時間は、時間ｔｏ’からカウントを開始し、この時間ｔｏ’に対応
する調光率を記憶部１２５ｃから読み出して、ランプ２００を点灯させ、さらに時間ｔｏ
’から時間ｔｂ’したときにＬＥＤ２２２が開放故障すると、このときの総点灯時間（時
間ｔａ’＋時間ｔｂ’）に応じた補正初期値に応じた補正初期値を累積点灯時間に変更す
る。
【０１２３】
　このように、ランプ２００の交換時に累積点灯時間を初期値に変更するのではなく、照
明器具（光学部品）の劣化を考慮した補正初期値に変更することによって、ランプ２００
以外の光学部品の劣化特性も含めた照明器具１００としての光束をほぼ一定とすることが
でき、机上面の照度を所望の照度に保つことができ、省エネ効果も期待できる。
【０１２４】
　なお、照明器具１００に用いる光学部品は、照明器具の配光特性などの仕様ごとに異な
るので、取り付けられる照明器具に応じた光学特性の劣化係数を予め光源点灯装置１２０
（制御回路１２５）に設定されている。
【０１２５】
　また、直流電源回路１２１を昇圧形チョッパ回路で構成すると、交流電圧ＡＣの変動に
よらず、昇圧形チョッパ回路の出力電圧を一定とすることができる。特に、定電流電源回
路１２２の動作が停止しているとき、昇圧形チョッパ回路を動作させると、交流電圧ＡＣ
の電圧変動があっても、出力電圧検出回路１２３が出力する出力電圧検出信号を一定にで
きるので、判定部１２５ａは、ランプ２００が故障であるのか、ランプ２００が光源点灯
装置１２０から外されたのかを判定することができる。
【符号の説明】
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【０１２６】
　１００　照明器具、１１０　器具本体、１２０　光源点灯装置、１２１　直流電源回路
、１２２　定電流電源回路、１２２ａ　ＭＯＳ－ＦＥＴ、１２２ｂ　ダイオード、１２２
ｃ　インダクタ、１２２ｄ　コンデンサ、１２２ｅ　駆動回路、１２３　出力電圧検出回
路、１２３ａ、１２３ｂ　抵抗、１２４　出力電流検出回路、１２４ａ　抵抗、１２５　
制御回路、１２５ａ　判定部、１２５ｂ　設定部、１２６　ランプ検出用回路、１２６ａ
　抵抗、１３０　ソケット、１４０　配線、２００　ランプ、２１０　直管カバー、２２
０　ＬＥＤモジュール、２２１　基板、２２２　ＬＥＤ、２２３　抵抗。
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